
 
                        

令和元年５月３０日 

海 事 局 総 務 課 

 

「海事観光推進協議会」及び 

「海事観光の未来を考えるシンポジウム」を開催します 

～海事関係業界と他業界との連携により海事観光を推進～ 

 
 

 

 

 

 

 

 
１．日 時 ： 令和元年 6 月 25 日（火） 15 時～15 時 30 分 海事観光推進協議会 

16 時～18 時    海事観光シンポジウム 

２．場 所 ： 霞ヶ関プラザホール（東京都千代田区霞が関 3-2-5 霞が関ﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ 1F） 

３．海事観光推進協議会について 
委 員： 別添１参照 
議 題： 別添２参照 

４．海事観光シンポジウムについて 
（１）プログラム 
   別添２参照 
（２）参加方法 

・ シンポジウムは一般参加が可能となります。参加をご希望の方は、別紙１「参
加申込書兼参加証」に必要事項をご記入のうえ、6 月 11 日（火）までに下記
「お問い合わせ先」まで FAX 又は E-mail にて送付ください。 

・ 1 団体あたり最大 2 名様までのご登録とさせていただきます。応募多数の場
合、厳正な抽選のうえ参加者を決定し、6 月 18 日（火）までに事務局から送付
する参加証 No.を付した参加証発行をもってお伝えいたします。 

 
５．取材について 

・ 協議会については傍聴不可となります。ただし、冒頭のカメラ撮りのみ可能とさ
せていただきます。 

・ シンポジウムについては報道関係者用の傍聴席をご用意しております。また、開
催中のカメラ撮りも可能とさせていただきます。 

・ 傍聴・カメラ撮りを希望される報道関係者の方は、6 月 20 日（木）までに別紙２
「取材登録返信用紙」にて、下記「お問い合わせ先」まで FAX 又は E-mail にて送
付下さい。なお、応募多数の場合には登録人数を制限させていただく可能性もあ
りますことご承知おきください。 

国土交通省海事局に設置した「海事観光戦略実行推進本部」では、本年３月末、「観光
先進国の実現に向けた海事観光の戦略的推進」について、重点的に取り組む事項等を取り
まとめたところです。 

この取りまとめにおいて、海事観光への潜在的な利用者層の開拓・獲得を図る観点から、
広く他業界と連携を図ることが不可欠であるとして、海事関係業界と幅広い業界を結ぶプ
ラットフォームの構築について検討することとされています。これを踏まえ、海事局では、
「海事観光推進協議会」を立ち上げるとともに、そのキックオフイベントとして「海事観
光の未来を考えるシンポジウム（海事観光シンポジウム）」を開催します。 

【お問い合わせ先】 
海事局総務課企画室 北間・木村 

連絡先：03-5253-8111(内線 43-005・44-422)  
直 通：03-5253-8605 

             FAX：03-5253-1642、E-mail: hqt-kaijikanko@mlit.go.jp 



 

別添１ 
 
 

海事観光推進協議会 委員名簿 
 

(敬称略) 
 

〈座長〉 
 久保 成人    （公社）日本観光振興協会理事長  
 
〈海事関係業界〉 
 小野 芳清    （一社）日本船主協会理事長 
          （一社）日本外航客船協会理事長 
 原  喜信    （一社）日本旅客船協会理事長 

伊藤 隆     （一社）日本長距離フェリー協会常務理事 
 田久保 雅巳    UMI 協議会会長      
 
〈観光関係業界〉 

柏木 隆久     日本政府観光局（JNTO）理事 
志村 格     （一社）日本旅行業協会（JATA）理事長  
有野 一馬    （一社）全国旅行業協会（ANTA）専務理事 

  
〈金融〉 
 高田 佳幸    （株）日本政策投資銀行地域企画部長 
 
〈経済団体〉 

上田 正尚    （一社）日本経済団体連合会産業政策本部長 
 五十嵐 克也    日本商工会議所地域振興部長  
 
〈地域〉 
 小島 愛之助   （公財）日本離島センター専務理事 
 大西 達也    （一社）せとうち観光推進機構事業副本部長 
 

 

 

※ 調整中につき、今後変更の可能性がございます。 

 

  



別添２ 
 

 海事観光推進協議会 議題   

  ① 海事局長挨拶 

  ② 座長挨拶 

  ③ 設立趣意書の確認 

④ 事務局からの報告 

⑤ その他 

 

 海事観光の未来を考えるシンポジウム プログラム   

① 海事観光推進協議会立ち上げ報告 

② 基調講演「海事観光の戦略的推進について（仮）」 
講演者：水嶋 智（国土交通省海事局長）  

③ プレゼンテーション 

講演者：青木 理恵 氏 
（(株)リクルートライフスタイル  
じゃらんリサーチセンター「マジ☆部」担当） 

         竹長 潤 氏 
（ヤマハ発動機(株) 渉外部マリン渉外部長） 

黒鶴 圭二 氏 
（リベラ(株) 企画室室長） 
 

④ パネルディスカッション 
「海事観光の魅力・ポテンシャルについて（仮）」 

・コーディネーター： 
波潟 郁代 氏 
（(株)JTB 総合研究所 執行役員企画調査部長）  

  ・パネリスト： 
   家中 みほ子 氏 

（(株)ぐるなび インバウンド戦略グループリーダー） 

   内山 興 氏 
（西日本旅客鉄道(株) 営業本部（マーケティング戦略）課長）                 

嶂南 達貴 氏 
（scheme verge(株) 代表取締役） 

木村 よし子  
（国土交通省海事局総務課企画室 課長補佐） 

 

※ 講演者、パネリストについては、調整中につき、今後変更の可能性がございます。 



別紙１ 

 
海事観光の未来を考えるシンポジウム参加申込書兼参加証 

 

下記にご記入のうえ、E-mail(hqt-kaijikanko@mlit.go.jp)もしくは FAX(03-5253-1642)にてご送

付ください。 

 

 

 

■ 事務局記入欄 

 

 

当日は、参加証 No.が付された本参加証を必ずご持参ください。 

 

 

参加証 No. 

 

 

 

 

 

 

 

ふりがな   

性 別 
    

☐男 ☐女  

お名前  
 

所属カテゴリ 

 

 

☐会社員  ☐自営業  ☐一般   ☐公務員・団体職員 

 

 

ご所属 
 

 

 

 

部署・役職 
 

 

 

 

住 所 
 

 

 

 

 

電話番号 
 

 

 

 

FAX 番号 
 

 

E-mail 
 

 

 

 
【お問い合わせ先】 

海事局総務課企画室 武田・原  連絡先：03-5253-8111(内線 43-273・43-272)  
直 通：03-5253-8605、FAX：03-5253-1642    



別紙２ 

 

取材登録返信用紙 

 
海事局総務課企画室 宛  FAX: 03-5253-1642 
                         E-mail: hqt-kaijikanko@mlit.go.jp 

 
 

※６月２０日（木）までに返送願います。 
 

 

 

ご所属 

 

 

 

 

 

お名前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

傍聴・カメラ撮

希望 

 

 

☐海事観光推進協議会    ☐海事観光の未来を考えるシンポジウム 
 

 

電話番号  

 

FAX 番号  

E-mail  

 

 
【お問い合わせ先】 

海事局総務課企画室 武田・原  連絡先：03-5253-8111(内線 43-273・43-272)  
直 通：03-5253-8605、FAX：03-5253-1642    




